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６月は、販売量・仕入量については、流通部門・製造部門とも大きく減少し

た。販売価格・仕入価格については、流通部門では下降傾向、製造部門では下

降した。 

７月は、販売量・仕入量については、流通部門・製造部門とも減少の見通し、

販売価格については、流通部門・製造部門ともやや弱含みの見通し、仕入価格

については、流通部門ではやや弱含み、製造部門では弱含みの見通しである。

全体的に、前回に引き続き量は減少、価格は弱含みの見通しである。 

３ヵ月後の相場予想は、米材については、流通部門・製造部門とも弱含みの

予想、南洋材については、流通部門ではやや弱含み予想、製造部門では弱含み

予想である。また、北洋材（欧州材を含む）、国産材については、流通部門・製

造部門とも弱含み予想である。建材も弱含み予想である。 

新型コロナの影響が大きく響き前月に続いて今月も取扱量の減少、価格は下

降しており、今後の見通しについても今の状況が続くとの見方が大半である。

夏までは厳しい状況が続くが、秋からは大手住宅メーカーの受注によりプレカ

ットの稼働率上昇が期待される。 



景況調査 

令和２年６月分集計表    （    ）内は実数                  

〔流通部門〕            モニター数１２４ 回答９８ 回収率７９％ 
当月の状況                           

販 売 量 増加１３％（１３） 変わらず３７％（３６）  減少４９％（４８） 
仕 入 量 増加１８％（１７） 変わらず３４％（３３）  減少４８％（４７） 
販売価格 上昇 ２％（ ２） 変わらず８１％（７９）  下降１６％（１６） 
仕入価格 上昇 ２％（ ２） 変わらず７２％（７０）  下降２６％（２５） 

来月の見通し 
販 売 量 増加１２％（１２） 変わらず５３％（５１）  減少３５％（３４） 
仕 入 量 増加１０％（１０） 変わらず５６％（５４）  減少３４％（３３） 
販売価格 強含み １％（ １） 保ち合い８５％（８２） 弱含み１４％（１４） 
仕入価格 強含み ０％（ ０） 保ち合い８１％（７９） 弱含み１９％（１８） 

 
３ヵ月後相場予想 強 含 み 保ち合い 弱 含 み 

米  材  ３％（ ２） ５７％（４２） ４１％（３０） 
南 洋 材  ５％（ ３） ７６％（４８）  １９％（１２） 

北洋材（欧州材を含む）  ３％（ ２） ６９％（４４） ２８％（１８） 
国 産 材 ２％（ ２） ６０％（５５）   ３８％（３５） 
建  材 ４％（ ３） ６０％（４２）   ３６％（２５） 

プレカットの動向 
発注後、加工まで

の待ち時間 
１ヶ月以内 １ヶ月 １ヶ月以上 

４６％（３１） ５３％（３６） １％（ １） 
〔製造部門〕            モニター数１２８ 回答数１０２ 回収率８０％ 
当月の状況 

販 売 量 増加２２％（２２） 変わらず３１％（３２）  減少４７％（４８） 
仕 入 量 増加１６％（１６） 変わらず３５％（３６）  減少４９％（５０） 
販売価格 上昇 １％（ １） 変わらず６５％（６６）  下降３４％（３５） 
仕入価格 上昇 ２％（ ２） 変わらず５３％（５４）  下降４５％（４６） 

来月の見通し 
販 売 量 増加１４％（１４） 変わらず３６％（３７）  減少５０％（５１） 
仕 入 量 増加１３％（１３） 変わらず３７％（３８）  減少５０％（５１） 
販売価格 強含み ２％（ ２） 保ち合い７１％（７２） 弱含み２７％（２８） 
仕入価格 強含み １％（ １） 保ち合い６８％（６９） 弱含み３１％（３２） 

 
３ヵ月後相場予想 強含み 保ち合い 弱含み 

米  材  ６％（ ２） ４３％（１５） ５１％（１８） 
南 洋 材  ４％（ １） ６４％（１６） ３２％（ ８） 

北洋材（欧州材を含む）  ７％（ ２） ３８％（１１） ５５％（１６） 
国 産 材  ３％（ ３） ４０％（３８） ５６％（５３） 

プレカットの動向   
受注後、加工まで

の待ち時間 
１ヶ月以内 １ヶ月 １ヶ月以上 

６６％（２７） ３２％（１３）  ２％（ １） 


